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出雲崎小学校
６年生

出雲崎高校
３年生

１0月
 8日

１１月
14日
～町の課題について、みなさんと  意見交換をおこないました～

私たちの 声、議会へ届け！ 私たちの 声、議会へ届け！ 特集特集

みなさんのすばらしい意見  ありがとうございました!

今後、どのような町にして
いきたいと考えていますか。

若い世代が町に残ったり、
戻ってきてもらうための工
夫はしていますか。

災害への備えや、安全対
策は、今どんな取り組み
をしていますか。

町のイベントやお祭りを、
もっと盛り上げるために考
えていることは。

校内に学食も売店もないた
め、お昼ご飯を買いに行き
たいけど、一番近いスーパー
が歩いていくには遠く、天
候が悪い時はもっと大変で
す。学校に販売に来てくれ
るお店があると嬉しいです。

冬になると、学校
の坂道が滑って危
ないので、階段や
手すりを滑りにくい
素材にしてほしい。

ペットボトルなどの
ゴミをリサイクルす
る装置を置いてほ
しい。

空き家を活用して、
放課後に習い事が
できる場所をつくっ
てほしい。

出雲崎の良いとこ
ろを、チラシやホー
ムページ、SNSを
活用してもっとPRし
てほしい。
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出雲崎中学校
３年生

１１月
20日

～町づくり提案発表会に  お招きいただきました～

私たちの 声、議会へ届け！ 私たちの 声、議会へ届け！ 特集特集

町体にアスレチックコース（テレビ番組の
「SASUKE」のような）の設置を！

情報の発信

空き家コンビニスタンプラリー＆町ガチャで観光業を盛んに

空き家をリフォームして人口増加を目指すコンビニ誘致で生活基盤を整える

交流人口を増やすマリンレジャーで観光客増加計画

人との接点がないため、コミュニケーション
能力低下

人口減少や観光客の低迷に歯止めをかけたい

空き家が多くて店が少ないので何かに活用
したい

交流人口増加と町に活気をつけたい

少子高齢化、担い手減少で人口減少が加速コンビニがないと少子高齢化が進む

人口増加は難しいので交流人口を増加出雲崎の海や夕日の魅力を伝えたい

年齢問わず幅広く愛されているアスレチック
コースで町にインパクトをつける

SNSを活用し、町の魅力や町民の声を発信
しながら新たな魅力の創出

出雲崎風な独自のコンビニをつくり、地場
産のものや特産品も販売

町内を巡りデジタルスタンプを貯めて抽選
に参加できる
町民カードなどが入ったガチャを回し町民に
会いに行き特典をもらう

建物の一部分を活用し、移住お試し住宅に交通量などを調査し、マッチングアプリ等
を利用して働き手を増やす策を講じる

近隣市町村を含めたツアーを組み、町の
お祭りや浜焼き体験などを盛り込む
リフォームした空き家に宿泊する

空き家をリフォームして受付や宿泊ができる
ようにし、サップやクリアカヤックを楽しん
でもらう

小中学生が外出し人との接点ができる
＝コミュニケーション能力ＵＰ！

人口増加、人口流出を防ぐ

人口減少を抑える／
町を知るきっかけづくり／バイト先の創出地域経済が活性化し町の認知度ＵＰ！

町の良さを知ってもらいながら町民増加
＝長期間の定住へ！生活しやすくなり少子高齢化対策に！

交流人口が増加し、町が活性化する観光客が増加し町の収入ＵＰ！

テーマテーマ

テーマテーマ

テーマテーマ

テーマテーマ

理  由理  由

理  由理  由

理  由理  由

理  由理  由

内  容内  容

内  容
内  容

内  容内  容

内  容内  容

結果結果

結果
結果

結果
結果

結果結果

スポーツ振興関係（設備導入）情報発信関係（SNS）

空き家対策（コンビニ誘致）観光関係（スタンプラリー等）

空き家対策コンビニ誘致

交流人口関係観光関係（マリンレジャー）

1班8班

2班4班

7班5班

3班6班

ただお店を
作るのでは

なく、町の
魅力をPR

できるよう
にするのが

　　ステキ
です！

他の自治体で成功
した例を上手に
取り入れていますね！

町の観光
の課題を

　複数解
決できる

具体的な
提案

　　　　
でした！

関係人口・
交流人口

の増加には
、

みんなの意
見と行動

　　　が大
切！
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出まえ議会  2会場で開催 出まえ議会  2会場で開催 １１月
10日

１１月
11日

大門地区藤巻地区
■
大
門
集
会
所

◎
大
門
橋
か
ら
大
門
踏
切
に
か
け
て

　
の
除
雪
や
融
雪
に
つ
い
て

Ｑ
大
門
橋
か
ら
踏
切
に
か
け
て
の
除

雪
に
つ
い
て
、
通
学
路
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
道
を
も
っ
と
広
げ
て
ほ
し

い
。

Ａ
大
門
橋
に
つ
い
て
は
柵
が
あ
る
た

め
広
げ
ら
れ
る
幅
に
限
り
が
あ
る
。

大
門
橋
か
ら
大
門
踏
切
ま
で
の
間
に

つ
い
て
は
左
右
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

の
で
通
行
、
歩
行
に
支
障
の
な
い
除

雪
を
す
る
。

Ｑ
旧
良
寛
牛
乳
跡
地
か
ら
湧
き
出
る

井
戸
水
を
融
雪
に
つ
か
え
な
い
か

Ａ
消
雪
パ
イ
プ
だ
と
ポ
ン
プ
圧
送
が

必
要
と
な
る
。

　
　

圧
送
で
な
く
路
面
に
流
す
場
合
で

も
ポ
ン
プ
で
の
く
み
上
げ
が
必
要
と

な
り
、
く
み
上
げ
で
き
る
水
量
も
不

明
で
あ
り
、
費
用
面
な
ど
か
ら
融
雪

に
は
使
用
す
る
の
は
難
し
い
。

◎
水
道
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

Ｑ
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
心
配
。
点
検
状

況
が
知
り
た
い
。

Ａ
水
道
管
は
昭
和
36
年
頃
か
ら
整
備

さ
れ
、現
在
は
石
綿
管
か
ら
塩
ビ
管
、

ポ
リ
管
に
更
新
し
配
水
し
て
お
り
、

水
質
に
関
し
て
は
水
道
法
に
定
め
ら

れ
た
頻
度
に
よ
り
水
質
検
査
し
問
題

な
い
水
を
配
水
し
て
い
る
。
配
水
管

は
土
中
な
の
で
定
期
的
な
点
検
は
な

い
が
、
漏
水
の
頻
度
、
配
水
人
口
の

多
い
配
水
管
な
ど
を
考
慮
し
更
新
を

進
め
て
い
る
。

◎
空
き
地
の
活
用
に
つ
い
て

Ｑ
旧
良
寛
牛
乳
、
旧
杉
本
医
院
跡
地

の
活
用
案
は
出
て
い
る
の
か
。

Ａ
旧
良
寛
牛
乳
、
旧
杉
本
医
院
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
考
え
て
は
い
な

い
。
今
年
度
初
め
て
駅
前
で
開
催
し

た
「
サ
マ
ー
イ
ズ
モ
ザ
キ
」
は
、
ご

指
摘
の
土
地
の
う
ち
良
寛
牛
乳
跡
地

は
臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
た

が
、
他
は
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
様
、
越
後
交
通
バ
ス
様
の

協
力
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
出
雲
崎
駅
舎
や
バ

ス
ロ
ー
タ
リ
ー
及
び
町
有
駐
車
場
並

び
に
県
道
の
交
通
規
制
に
よ
り
イ
ベ

ン
ト
用
地
を
確
保
し
開
催
し
た
。
当

該
地
が
民
有
地
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
町
と
し
て
も
臨
時
駐
車
場
以
外

特
段
の
利
用
計
画
は
な
い
が
、
今
後

様
々
な
場
面
で
利
活
用
の
可
能
性
は

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
藤
巻
消
防
セ
ン
タ
ー

◎
水
稲
渇
水
対
策
補
助
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
時
期
的
に
被
害
が
出
て
か
ら
の
対

応
で
は
遅
い
。
も
っ
と
早
め
に
周
知

し
て
ほ
し
い
。
今
年
は
利
用
し
て
非

常
に
助
か
っ
た
。

Ａ
今
後
も
周
知
し
て
い
く
。
渇
水
対

策
制
度
は
、
渇
水
状
態
に
な
っ
て
初

め
て
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
近

年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
今
後
も
異

常
高
温
や
渇
水
が
毎
年
発
生
す
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
渇
水
対
応
の
要

綱
は
廃
止
せ
ず
、
状
況
に
応
じ
て
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
維
持
す
る
。

た
だ
し
、制
度
を
発
動
で
き
る
の
は
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
渇
水
の
基
準
を

満
た
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

◎
農
業
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
農
業
技
術
を
継
承
す
る
仕
組
み
作

り
が
で
き
な
い
か
。
集
落
に
住
む
若

い
世
代
を
育
成
し
、
技
術
を
継
承
し

て
い
く
べ
き
。
協
議
会
を
作
る
の
も

い
い
。

Ａ
農
業
の
担
い
手
不
足
や
機
械
の
高

額
化
に
よ
り
、
委
託
が
増
え
て
い

る
。
ま
ず
は
地
域
が
集
落
営
農
と
し

て
ま
と
ま
り
、
各
農
家
が
自
分
の
農

地
と
地
域
の
農
地
を
守
る
意
識
を
持

つ
こ
と
が
重
要
。
そ
の
う
え
で
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
が
ま
と
め
、
Ｊ
Ａ
や
町

が
支
援
す
る
形
が
現
実
的
で
効
果
的

で
あ
る
。こ
う
し
た
取
組
が
進
め
ば
、

法
人
化
や
隣
接
農
地
の
耕
作
拡
大
に

つ
な
が
り
、
持
続
可
能
な
組
織
づ
く

り
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

◎
出
雲
崎
お
け
さ
の
継
承
に

　
つ
い
て
ど
う
す
べ
き
か
？

Ｑ
出
雲
崎
お
け
さ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
が
30
回
で
終
了
し
、
唄
え
る
人

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
継
承
す
る

仕
組
み
を
作
る
べ
き
。

Ａ
保
存
会
と
協
議
し
、
対
策
を
検
討

す
る
。
又
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
で

出
雲
崎
お
け
さ
教
室
を
実
施
し
て
お

り
、
約
20
名
の
子
ど
も
た
ち
が
唄
・

踊
り
・
楽
器
を
学
ん
で
い
る
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
が
な
い

Ｑ
コ
ン
ビ
ニ
が
な
く
な
り
大
変
不
便

を
感
じ
る
。
町
で
な
ん
と
か
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
個
人
の
事
業
で
あ
る
の
で
町
が
コ

ン
ビ
ニ
直
営
は
シ
ス
テ
ム
的
に
は
出

来
な
い
。
し
か
し
町
が
コ
ン
ビ
ニ
本

部
と
相
談
し
動
い
て
は
い
る
。
土
地

の
取
得
な
ど
で
も
う
少
し
時
間
が
必

要
。

◎
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
、

な
ぜ
参
加
者
が
減
っ
た
の
か
？

Ａ
今
回
は
公
募
で
２
人
だ
け
に
な
っ

た
。
制
度
自
体
の
見
直
し
が
必
要
か

も
し
れ
な
い
の
で
検
討
し
て
い
く
。

私
た
ち
議
員
に
と
っ
て
も
勉
強
に
な

る
部
分
や
気
づ
か
せ
て
も
ら
う
事
が

沢
山
あ
る
の
で
制
度
は
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
思
う
。

◎
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
意
見

Ｑ
除
雪
に
関
し
て
は
非
常
に
感
謝
し

て
い
る
。
早
朝
か
ら
作
業
が
行
わ

れ
、
県
道
よ
り
も
町
道
が
早
く
綺
麗

に
な
っ
て
い
る
。
町
民
と
し
て
は
障

害
物
を
置
か
な
い
な
ど
、
除
雪
隊
が

安
全
に
作
業
で
き
る
よ
う
協
力
す
べ

き
。

Ａ
褒
め
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思

う
。
ご
意
見
に
つ
い
て
は
謝
意
を
申

し
上
げ
る
。
町
民
皆
様
の
心
が
け
の

お
陰
で
も
あ
る
。
今
後
も
期
待
に
添

え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

◎
観
光
振
興
に
つ
い
て

Ｑ
天
領
の
里
周
辺
に
若
い
人
が
飲
食

店
な
ど
を
開
い
て
お
り
、
こ
れ
は

チ
ャ
ン
ス
。
寺
泊
の
角
上
や
野
積
の

飲
食
店
密
集
地
の
よ
う
に
観
光
客
が

止
ま
る
よ
う
な
場
所
を
天
領
の
里
を

中
心
に
し
て
作
る
べ
き
。
駐
車
場
を

整
備
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
作

る
な
ど
、
人
が
留
ま
る
仕
組
み
を
作

る
べ
き
。

Ａ
町
で
は
出
店
希
望
者
か
ら
の
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
国
道
352

号
沿
い
の
民
地
な
ど
可
能
な
範
囲
で

対
応
・
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
出

店
に
有
利
な
補
助
制
度
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。
関
心

の
あ
る
方
が
い
た
ら
情
報
提
供
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　

一
方
、
天
領
の
里
周
辺
は
繁
忙
期

に
駐
車
場
が
不
足
し
、
街
並
み
散
策

者
向
け
の
駐
車
場
や
案
内
看
板
が
足

り
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
で
き
る

こ
と
か
ら
改
善
を
進
め
て
い
く
。

　
　

ま
た
、街
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
案
内
は
現
状
、
町
民
向
け
が
中

心
で
あ
る
。観
光
ガ
イ
ド
に
よ
る
コ
ー

ス
は
あ
る
が
、
案
内
表
示
が
不
十
分

な
た
め
、
今
後
改
善
を
検
討
し
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
は
地
権
者
の
問
題
が
あ
る

が
ご
提
案
を
参
考
に
検
討
す
る
。

Ｑ
天
領
の
里
が
賑
わ
っ
て
も
妻
入
り

の
街
並
み
に
入
っ
て
く
る
人
は
少
な

い
。
目
印
と
な
る
看
板
を
つ
け
て
ほ

し
い
と
以
前
か
ら
言
っ
て
い
る
。
町

民
に
も
来
て
欲
し
い
。

Ａ
天
領
の
里
に
立
ち
寄
る
お
客
様
の

多
く
は
、
妻
入
り
の
街
並
み
を
目
的

に
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
街

並
み
紹
介
の
看
板
を
設
置
し
て
い
る

が
、
北
國
街
道
ま
で
散
策
す
る
人
は

少
な
い
。

　
　

天
領
の
里
を
訪
れ
る
人
や
町
民
に

対
し
、
妻
入
り
の
街
並
み
が
国
交
省

の
「
歴
史
国
道
」
に
認
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
北
國
街
道
沿
い
に
妻
入

り
会
館
・
町
家
な
ど
の
見
学
施
設
が

あ
る
こ
と
を
、
よ
り
効
果
的
に
紹
介

で
き
る
方
法
を
再
検
討
し
て
い
く
。

　
各
会
場
で
の
質
問
意
見
等

に
対
し
て
当
日
の
担
当
常
任

委
員
会
の
回
答
、
担
当
課
の

意
見
見
解
を
含
め
、
以
下
の

と
お
り
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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議案21件を可決・承認 12月8日から12日（5日間）会 期1212 月  定 例 会月  定 例 会
主なものから抜粋して掲載しています

路線バス
キャッシュレス化！

コンビニ減少の
� 影響大きく…

    火事に備えて

石畑の池 補修工事

 安全な橋のために

人権擁護委員の
� 候補者推薦！

　
越
後
交
通
㈱
路
線
バ
ス
の
支
払
い
方

法
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ

決
済
が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
。
沿
線
自

治
体
が
、
路
線
の
割
合
に
応
じ
て
経
費

の
一
部
を
負
担
す
る
も
の
。

　
小
木
地
区
の
矢
郷
橋
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
除
去
及

び
塗
装
の
塗
り
替
え
工
事
実
施
に
伴
う
設

計
業
務
を
委
託
す
る
。
除
去
・
塗
装
工
事

は
令
和
８
年
度
の
実
施
予
定
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は

　

「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
」
の
略
。

　

毒
性
が
あ
り
慢
性
的
に
摂
取
し
た
場

合
、
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
。
昭
和
47
年
に

は
国
内
で
の
製
造
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
除

去
を
行
い
、
適
切
に
処
分
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
当
初
予
算
よ
り
町
た
ば
こ
税

が
１
３
０
８
万
５
千
円
減
る
見
込
み
。

　
町
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
閉

店
が
影
響
し
た
た
め
。

　町内２か所（沢田・船橋）に防火水槽の
設置を見据え地質調査を行う。

　

農
業
用
の
た
め
池
で
あ
り
、
遮
水

シ
ー
ト
の
剥
が
れ
が
生
じ
て
い
る
た

め
、
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
。

概 

要

概 
要

概 

要

概 

要

概 

要

概 

要

ス
マ
ホ
決
済
等
、
他
の
手

段
は
検
討
さ
れ
な
い
の
か

�

（
髙
桑
議
員
）

様
々
な
決
済
手
段
を
導
入
す
る

と
、
莫
大
な
コ
ス
ト
が
発
生
す
る

た
め
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

�

（
総
務
課
長
）

令和7年度 一般会計補正予算

予算のポイント！

歳入歳出ともに 6,397万7千円 増
総額 38億9,816万1千円

物価高騰対策の重点支援交付金と
�子育て応援手当補助金を活用していくことが決定

条例制定（令和8年4月1日から施行）
出雲崎町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
保育所等に通っていない６カ月～３歳未満の子が、保護者の就労の有無を問わず、月10時間
まで利用できる通園支援制度

事業費
34
万円

事業費
130
万円

事業費
400
万円

事業費
198
万円

QAこれまで、町内で自分の好
きなたばこの購入をして
いましたが、今は町外のコ
ンビニ等で買わざるをえ
ないです。

町内外様々な方のお
力をお借りしなが
ら、皆さまのお話を
親身になって聞か
せていただきたいで
す。

渇水の時はとても心
配したが、修繕が決
まってよかった。
来年から安心して耕
作ができる。

小木
安達大介さん

矢郷橋

　
町
内
人
権
擁
護
委
員
２
名
の
う
ち
１

名
が
、
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
精
力
的
に
活

動
い
た
だ
い
て
い
る
名
地
さ
ん
を
法
務

大
臣
に
推
薦
し
、
引
き
続
き
３
年
間
の

任
期
を
お
願
い
す
る
。

桂沢
名地弘子さん

立石集落
認定農業者

Tさん
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12月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

今号より質問者の一般質問は二次元バーコードより、YouTubeでご覧いただけます。

出雲崎町議会YouTube チャンネル

一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています

1.出雲崎町在宅医療確保計
画について
2.再生可能エネルギーと原発
再稼働について

質問項目

詳細は11ページ

1.令和8年度予算編成の最
重点施策について

1

質問項目

詳細は12ページ

宮下孝幸 議員2

質問項目

詳細は13ページ

1.学校給食費無償化について
2.除雪体制と凍結防止剤散
布について

3

質問項目

詳細は14ページ

1.地域おこし協力隊について
2.農業組合法人「ファ―ム
天領」について

島 明日香 議員

4

質問項目

詳細は15ページ

1.（仮称）西山・出雲崎風力
発電事業に対する町の今後
のあり方と展望について

小林明日香 議員5

みや した たか ゆき しま　 　あ　す　か

こ  ばやし あ 　す　か

中野勝正 議員
なか   の   かつ  まさ

石川　豊 議員
いし かわ　　  ゆたか

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

Q&A令和８年度予算案の
最重点施策は何か

町民の安全・人材育成・観光振興・
自主財源の確保を軸とする

 町長

石
川

 

来
年
３
月
定
例
会
又

は
４
月
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
７
年
度
の
施
策
に
対
し
て

の
評
価
・
総
括
の
報
告
を
希
望

す
る
が
、
そ
れ
は
可
能
か
ど
う

か
。町

長

 

そ
れ
に
つ
い
て
は
、

是
非
と
も
報
告
を
す
る
。

石
川

 

新
年
度
予
算
編
成
の

時
期
に
な
っ
た
が
、
令
和
８
年

度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
最
重

点
施
策
に
何
を
据
え
て
い
く
の

か
、
何
を
取
り
上
げ
て
い
く
の

か
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

第
３
期
総
合
戦
略
の
理
念
を

�

加
速
さ
せ
て
い
く

町
長

 

次
の
４
項
目
を
重
点

施
策
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い

く
。

①�

町
民
の
安
全
、
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
取
組
み
。

②�

未
来
を
担
う
人
材
育
成
へ
の

取
組
み
。

③�

稼
げ
る
産
業
の
推
進
、
観
光

振
興
に
向
け
た
取
組
み
。

④�

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た

取
組
み
。

令
和
８
年
度
予
算
編
成
に

�

何
を
取
り
上
げ
る
か

石
川

 

最
重
点
施
策
の
中

で
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
見

た
場
合
、
特
化
継
続
し
て
い
こ

う
と
い
う
施
策
は
あ
る
か
。

尼
瀬
の
町
有
地
の
有
効
活
用
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

町
長

 

上
記
述
べ
た
４
項
目

の
新
年
度
重
点
施
策
構
想
は
、

何
れ
も
単
年
度
で
完
了
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　

尼
瀬
地
内
に
あ
る
町
有
地
、

旧
小
中
学
校
の
跡
地
を
有
効
活

用
し
た
緊
急
避
難
場
所
の
機
能

を
備
え
た
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
整
備
を
考
え
て
い

る
。

　

現
在
の
小
中
学
校
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対

策
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
天
領
の
里
を
中
心
と

し
た
エ
リ
ア
一
帯
の
さ
ら
な
る

中
長
期
的
な
観
点
か
ら
見
た

場
合
、
特
化
継
続
す
る
施
策

は
あ
る
か

魅
力
あ
る
観
光
施
設
と
し
て
の

整
備
も
考
え
て
い
る
。

　

更
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

特
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
に
注
力
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　

課
題
山
積
の
当
町
で
あ
る
た

め
、
状
況
変
化
に
応
じ
施
策
の

方
向
性
を
明
確
に
し
、効
果
的
・

総
合
的
に
取
組
を
進
め
る
。

石
川

 

町
の
強
み
弱
み
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

町
長

 

大
津
俊
哉
氏
ら
の
意

見
に
よ
る
と
、
出
雲
崎
町
の
強

み
は
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
生
か
し

切
れ
て
い
な
い
、
そ
の
魅
力
を

発
信
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
弱

み
と
考
え
る
。

石川　豊 議員（文責）
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Q&A Q&A在宅医療確保計画・
再エネと原発再稼働について

水素未来に期待はするが、
今は原発エネルギーの併用も必要!

 町長

町
長

 

勿
論
、
期
待
感
は

持
っ
て
い
る
。
た
だ
、
水
素
以

外
に
電
気
で
動
く
物
も
有
る
か

ら
、
偏
っ
た
政
策
は
難
し
い
と

思
う
。

宮
下

 

知
事
の
判
断
を
尊
重

す
る
と
し
た
が
、
貴
方
は
県
知

事
に
選
ば
れ
て
町
長
に
な
っ
た

訳
で
は
な
い
。
町
民
に
選
ば
れ

て
町
長
に
な
っ
た
人
。
旧
巻
町

の
笹
口
元
町
長
が
英
断
を
下

し
、
町
の
事
は
町
民
が
決
め
る

と
し
て
、
当
時
行
っ
た
「
住
民

投
票
」
を
、
当
町
で
も
や
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
我
が

町
の
民
意
は
、
は
っ
き
り
す
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長

 

現
在
、
町
独
自
で
住

民
投
票
を
行
う
と
言
う
考
え
は

な
い
。

を
し
な
い
か
心
配
の
声
も
あ
っ

た
。
児
童
や
生
徒
が
冬
期
間
も

安
心
安
全
に
登
下
校
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

県
に
依
頼
か
人
力
か

町
長

 

登
下
校
に
な
っ
て
い

る
主
な
歩
道
は
、
国
道
３
５
２

号
線
で
新
潟
県
の
管
理
と
な
る

た
め
、
融
雪
剤
や
凍
結
防
止
剤

を
撒
く
よ
う
県
に
対
し
て
お
願

い
す
る
形
に
な
る
。
町
で
散
布

す
る
に
は
、
除
草
剤
を
撒
く
と

き
の
よ
う
に
背
中
に
背
負
い
人

力
で
お
願
い
す
る
形
に
な
る
。

い
か
な
る
対
応
が
と
れ
る
の

か
、と
れ
な
い
の
か
検
討
す
る
。

《
リ
モ
ー
ト
診
療
と

�

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
》

宮
下

 

リ
モ
ー
ト
診
療
を
必

要
と
す
る
町
民
は
何
％
か
。

町
長

 

現
在
、
調
査
は
し
て

い
な
い
。

宮
下

 

自
宅
か
ら
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
移
動
手
段
は

ど
う
す
る
の
か
。

町
長

 

訪
看
だ
か
ら
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
移
動
は
必
要

な
い
。

宮
下

 

医
師
不
足
の
中
、
医

療
機
関
は
対
応
可
能
か
。

町
長

 

国
・
県
、
二
次
保
健

医
療
圏
を
見
据
え
た
計
画
で
、

あ
ら
ゆ
る
医
療
体
制
を
検
討

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
実
効

性
の
あ
る
計
画
と
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
く
。

宮
下

 

無
医
町
と
言
う
不
名

誉
な
取
組
み
を
回
避
す
る
代
替

案
は
あ
る
か
。

在
宅
医
療
確
保
計
画
に

�

つ
い
て

島

 

現
在
の
小
学
校
給
食

一
食
単
価
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
国
の
支
援
額
だ
け
で
は
明

ら
か
に
不
足
と
な
る
。
そ
の
不

足
分
は
、町
が
補
填
す
る
の
か
、

保
護
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
方

針
か
。

保
護
者
負
担
は
生
じ
な
い

町
長

 

国
の
無
償
化
制
度
と

合
わ
せ
、
町
単
独
の
補
助
を
継

続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を

一
層
進
め
る
。

島

 

今
年
度
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
か
ら
町

学
校
給
食
費
助
成
金
と
し
て
予

算
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
来

年
度
以
降
も
無
償
化
を
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
の
財
源

は
。一

般
財
源
を
充
て
る

町
長

 

国
の
制
度
を
最
大
限

活
用
し
つ
つ
、
不
足
分
は
一
般

町
が
補
填
か
、

�

保
護
者
負
担
か

継
続
的
な
財
源
確
保
の

�

見
通
し
は

町
長

 

対
面
医
療
が
一
番
だ

と
思
う
が
、
今
後
、
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
医
師
に
開
業
の
意
思

が
有
る
か
な
ど
の
調
査
も
し
て

い
く
。

宮
下

 

酷
似
し
た
８
事
業
を

一
元
化
す
る
と
、
55・
51
万
円

の
予
算
確
保
が
で
き
る
。
代
替

案
は
適
切
な
移
動
手
段
と
し
て

の
、
デ
マ
ン
ド
交
通
長
岡
路
線

開
始
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長

 

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

増
額
な
ど
の
考
え
も
あ
る
が
、

バ
ス
路
線
に
デ
マ
ン
ド
交
通
を

出
す
事
は
、ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

制
度
と
し
て
極
め
て
難
し
い
。

宮
下

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
必
要
性
を
ど
う
思
う

か
。町

長

 

温
暖
化
対
策
は
待
っ

た
無
し
の
課
題
で
、
そ
の
取
組

は
必
要
だ
。

宮
下

 

石
油
や
ガ
ス
な
ど
の

化
石
燃
料
に
代
わ
る
、
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
だ
と
思
う

か
。 再

エ
ネ
と

�

原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

財
源
を
充
て
、
実
質
的
に
は
全

額
無
償
を
実
現
し
て
い
く
。
ま

た
、
食
材
費
の
高
騰
や
物
価
高

騰
に
よ
る
影
響
に
も
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
予
算
措
置

を
講
じ
、
質
の
高
い
給
食
を
安

定
的
に
提
供
す
る
。

島

 

給
食
を
「
教
育
」
と

位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
地
元
産
食
材
の
使
用
率
を

い
つ
ま
で
ど
の
程
度
高
め
る
な

ど
、
具
体
的
な
目
標
を
設
定
す

る
こ
と
も
そ
の
指
標
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長 

現
状
割
合
で
の
地
場

産
の
給
食
を
維
持
し
て
い
く
方

針
。 地

産
地
消
の
維
持
と
強
化
を

町
長

 

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
、
い
く
つ
か
あ
る
が
、
コ

ス
ト
面
に
問
題
も
あ
り
、
普
及

に
は
少
し
時
間
を
要
す
。

　

そ
の
他
、
水
素
核
融
合
な
ど

が
実
用
化
し
進
ん
で
い
く
と
言

わ
れ
て
お
り
、そ
れ
が
進
ん
で
、

そ
う
な
る
と
核
分
裂
の
原
発

は
、
国
の
議
論
に
よ
り
、
お
の

ず
と
縮
小
し
て
い
く
と
思
う
。

宮
下

 

答
弁
に
も
あ
っ
た

が
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

水
素
で
、
現
在
民
間
主
導
で
船

舶
・
発
電
所
・
貯
蔵
プ
ラ
ン
ト
・

自
動
車
や
輸
送
タ
ン
カ
ー
の
果

て
ま
で
取
組
は
始
ま
っ
て
い
る

が
、
水
素
に
対
し
て
の
未
来
的

期
待
感
は
あ
る
か
。

島

 

昨
年
度
の
冬
、
登
校

時
に
凍
結
し
て
い
る
歩
道
で
転

倒
し
て
い
る
生
徒
が
い
た
。
保

護
者
か
ら
も
、
受
験
前
に
怪
我

歩
道
の
凍
結
防
止
を

宮下 孝幸 議員（文責）

給食費 完全無償化なるか
不足分は町が負担 町長

島 明日香 議員（文責）

給食の時間

中学生の登校風景

町民の安全は担保されているか、柏崎刈羽原発

冬場の通学路 滑らないように

いかなる対応がとれるか検討 町長

小学校
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町
長
の
方
に
上
が
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
意
見
や
改
善
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
捉
え
て

い
る
の
か
。

町
長

 

改
善
と
か
細
か
な
こ

と
に
つ
い
て
は
、
報
告
な
ど
の

提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
中
に
隊
員
と
意
見
交

換
し
ま
す
。

中
野

 

出
雲
崎
に
と
っ
て
は

オ
ー
プ
ン
、
ス
ピ
ー
ド
、
配
信

力
が
大
事
で
あ
る
。

情
報
発
信
力
を
強
化
す
る
。

町
長

 

令
和
７
年
度
、
今
年

度
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
関

係
予
算
、
総
務
費
で
２
名
分
農

林
水
産
業
費
で
１
名
分
、
総
務

費
の
１
名
に
つ
い
て
は
、　

浜

焼
き
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
隊
員
を
採
用
す
る
予
定
だ
が

受
け
入
れ
態
勢
が
整
わ
ず
採
用

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も

引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

協
力
隊
員
の

�

増
員
計
画
に
つ
い
て

Q&A Q&A地域おこし協力隊について
増員計画は、1名増員 町長

は
可
能
だ
が
そ
こ
だ
け
に
特
化

し
て
、
支
援
は
現
段
階
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

中
野

 

町
に
貢
献
、
こ
の
よ

う
に
し
て
や
る
と
か
、
来
年
の

目
標
に
つ
い
て
町
の
方
に
は
話

は
あ
り
ま
し
た
か
。

町
長

 

農
事
組
合
法
人
と
し

て
、
初
め
て
の
経
営
で
手
い
っ

ぱ
い
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

生
産
さ
れ
た
お
米
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、

ご
協
力
、他
に
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
事
務
局
も
お

願
い
で
き
な
い
か
相
談
中
で
あ

る
。

「
フ
ァ
ー
ム
天
領
」
が

町
に
対
し
て
の

�

協
力
に
つ
い
て

中
野

 

２
名
の
人
が
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
町
に
貢
献

し
て
い
る
。
隊
員
と
担
当
職
員

と
の
意
見
交
換
、
そ
れ
か
ら
隊

員
か
ら
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

な
ど
聞
い
て
い
る
が
、
隊
員
と

の
意
見
交
換
に
は
町
長
か
ら
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
隊
員
と

の
意
思
疎
通
を
図
り
町
の
取
り

組
み
を
隊
員
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し

て
も
ら
い
た
い
。

活
動
報
告
に
つ
い
て　

町
長

 

協
力
隊
員
２
名
の
活

動
に
対
す
る
町
の
支
援
体
制

は
、
町
の
担
当
課
と
月
１
回
の

定
期
的
な
意
見
交
換
、
情
報
共

有
し
、
必
要
に
応
じ
た
打
ち
合

わ
せ
を
し
、
中
越
防
災
安
全
推

進
機
構
に
い
が
た
イ
ナ
カ
レ
ッ

ジ
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

隊
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

毎
月
発
行
の
広
報
い
ず
も
ざ
き

や
イ
ン
ス
タ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
配
信
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

中
野

 

レ
ポ
ー
ト
を
各
隊
員

か
ら
提
出
し
、
担
当
職
員
か
ら

町
長
と
隊
員
と
の

�

意
見
交
換
に
つ
い
て

意
見
や
改
善
に
つ
い
て

中
野

 

今
年
、
米
の
価
額
が

思
っ
た
以
上
に
上
が
り
黒
字
経

営
だ
と
思
い
ま
す
。来
年
は
今

年
以
上
に
は
い
か
な
い
と
思
う
。

町
長

 

組
合
員
６
名
、13・６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
最
終
決
算
は

ま
だ
で
す
が
赤
字
に
な
ら
ず
終

わ
ら
れ
た
。

中
野

 

稼
げ
る
農
業
へ
転
換

課
題
と
フ
ァ
ー
ム
天
領
に
対
し

て
の
出
資
に
つ
い
て
は
。

町
長

 

必
要
に
応
じ
た
支
援

今
後
の
町
の
支
援
に
つ
い
て

小
林

 

健
康
被
害
の
責
任
の

所
在
、
100
人
以
上
体
調
不
良
者

が
出
た
場
合
、
町
の
受
け
皿
窓

口
、
医
療
連
携
、
生
活
支
援
な

ど
検
討
し
て
い
る
の
か

町
長

 

事
業
者
に
協
定
書
の

中
で
責
任
の
所
在
や
そ
れ
ら
の

対
応
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。小

林

 

風
車
が
回
る
前
に
住

民
の
事
前
健
康
調
査
を
！

町
長

 

し
ま
せ
ん
。

小
林

 

こ
の
町
が
風
車
で
よ

く
な
る
と
お
思
い
で
す
か
？

町
長

 

よ
く
な
る
か
ど
う
か

よ
り
も
電
力
の
供
給
は
必
要
。

小
林

 

最
後
の
事
業
者
説
明

会
13
、
14
日
の
朝
と
昼
に
町
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
町
民
に
周
知
徹

底
を
！

町
長

 

防
災
無
線
の
為
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
基
本
使
え
ま
せ

ん
。

中野 勝正 議員（文責）

風力発電
町の在り方を町長に問う

現状では中止を申し入れる
考えはない

 町長
小林 明日香 議員（文責）

農事組合法人
「ファーム天領」�について

必要に応じた支援は可能。
特化の支援は？

 町長

出雲崎園芸品目・作業受託協議会の
合同検討会

（産業観光課提供）

地域おこし協力隊活動報告会
（総務課提供）

は離すのに守られていない！

中国ですら10㎞離すのに……

出雲崎こども園

洋上風力

弥彦神社

大鳥居

ドイツでは
　　高さの10倍

陸上 6.25MWは 子供達は
モルモットではない！

10%が風車病に
国は一切認めていないが
住めなくなる人も！

平和とは真逆　あるだけでゾッとする戦闘機のプロ
ペラや戦争を想起させる巨大風車　東西南北 10㎞
の出雲崎に建ててよい場所などどこにもない！

神仏が多く住まう
歴史あるこの町に

あまりに近すぎる

本当に建てる必要があるのか　議員と町民全体で話し合いが必要！
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公
の
施
設
指
定
管
理
者

（
休
憩
所
心
月
輪
・
北
国
街
道

�

妻
入
り
会
館
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
『
休
憩
所 

心
月
輪
』は
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
費

用
対
効
果
を
検
討
し
な
が
ら
指
定
管

理
者
の
意
向
確
認
を
進
め
る
。

　
『
北
国
街
道
妻
入
り
会
館
』
は
現

在
の
指
定
管
理
者
が
引
続
き
指
定
を

受
け
た
い
と
の
意
向
を
確
認
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

心
月
輪
の
売
上
げ
の
把

握
は
し
て
い
る
か
。
売
上
げ
よ
り
も

町
か
ら
の
補
助
金
の
方
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
、
報
告
を
受

け
て
い
る
。
施
設
、
設
備
の
年
数
が

経
過
し
て
い
る
の
で
、
費
用
対
効
果

を
み
な
が
ら
検
討
し
方
針
を
決
め

た
い
。

出
雲
崎
町
在
宅
医
療
確
保

�

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

当
町
で
は
、
内
科

医
院
の
１
医
院
と
な
り
、
今
後
５
年

10
年
先
を
見
据
え
た
医
療
体
制
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
置

か
れ
て
い
る
医
療
資
源
を
踏
ま
え
、

中
長
期
的
な
当
町
の
在
宅
医
療
体
制

に
つ
い
て
町
が
考
え
う
る
全
て
の
診

療
方
針
を
想
定
し
、
調
査
分
析
結
果

か
ら
「
75
歳
以
上
の
通
院
手
段
が
な

い
方
」を
検
討
す
べ
き
対
象
と
し
た
。

検
討
し
た
結
果
、
次
の
事
業
の
優
先

順
位
を
定
め
て
実
施
す
る
。

　

計
画
期
間
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
11
年
度
の
５
年
間
と
す
る
。

①
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

②
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
へ
の
加
入

③
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
施

④
訪
問
診
療
の
実
施

⑤
開
業
医
調
査

　
　
　
　
　

出
雲
崎
町
は
、
救
急
搬

送
な
ど
は
柏
崎
消
防
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ネ
ッ
ト
は
長
岡
消
防
の
管
轄
と
な

る
。
連
携
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

具
体
的
な
連
携
の

話
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
マ
イ
ナ
救
急

も
含
め
て
検
討
す
る
。

出
雲
崎
町
立
学
校
の

在
り
方
検
討
委
員
会
の

�

立
ち
上
げ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

当
町
の
今
後
の
人
口
が

減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
い
年
少
人
口
や
児
童
生
徒
数

の
減
少
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
小
中

学
校
の
校
舎
の
老
朽
化
の
課
題
も
顕

在
化
し
て
お
り
、
未
来
を
担
う
児
童

生
徒
の
学
び
の
場
で
あ
る
義
務
教
育

の
質
的
充
実
を
常
に
確
保
し
、
新
た

な
枠
組
み
に
よ
る
新
し
い
学
校
の
形

を
検
討
し
て
い
く
時
期
に
来
て
い

る
。
出
雲
崎
町
立
小
中
学
校
の
将
来

を
展
望
し
た
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
幅
広
い
見
地
か
ら
検
討
し
方
向

性
を
見
出
す
た
め
に
設
置
し
た
い
。

　
　
　
　

検
討
委
員
会
の
組
織
が

「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」
と
重
な
っ

て
い
る
。
広
く
い
ろ
い
ろ
な
方
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が

配
慮
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　

重
な
ら
な
い
よ
う
に
選

考
し
た
い
。

　
　
　
　
　

議
事
録
は
作
成
す
る
の

か
。会
議
の
経
緯
を
残
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長

和
田
議
員

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

総
務
課
長

保
険
福
祉
課
長

髙
桑
議
員

総
務
課
長

保
険
福
祉
課
長

教
育
長

島
議
員

総
務
課
長

教
育
長

和
田
議
員

　
　
　
　
　

議
事
録
は
公
開
す
る
予

定
だ
。
多
く
の
方
か
ら
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
掲

載
す
る
。

町
有
財
産
活
用
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

利
用
し
て
い
な
い
町
有

財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
民
間

業
者
な
ど
か
ら
提
案
を
い
た
だ
い

た
。

　

羽
黒
町
の
町
有
建
物
は
「
酵
素
風

呂
サ
ロ
ン
」
が
令
和
９
年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
と
な
り
、
地
域
交
流

住
宅
「
舛
太
さ
ん
」（
土
蔵
部
分
）

は
「
海
水
魚
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
を
手

が
け
る
方
が
令
和
８
年
２
月
に
オ
ー

プ
ン
予
定
と
な
る
。

総
務
課
長

教
育
長

総
務
課
長

※
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
と
は
？

利
用
者
（
患
者
）
さ
ん
の
情
報
を

関
係
機
関
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
安
心
・
適
切
、
か
つ
効

率
的
な
医
療
・
介
護
の
環
境
を
構

築
す
る
連
携
シ
ス
テ
ム

※
マ
イ
ナ
救
急
と
は
？

救
急
隊
が
傷
病
者
の
マ
イ
ナ
保
険

証
を
読
み
取
り
、
過
去
の
受
診
歴

や
処
方
薬
な
ど
の
医
療
情
報
を
把

握
し
て
、
よ
り
適
切
な
医
療
機
関

へ
の
搬
送
や
処
置
を
行
う
た
め
の

取
り
組
み

全
員
協
議
会  

10
〜
12
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を

行
う
た
め
の
場
で
す
。
行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「公共施設将来構想特別委員会」設置!!議会最前線

これまでの経過
2025.10.15 全員協議会 出雲崎町立学校の在り方検討委員会が来春にも設置される見通し

11.14 全員協議会 議会において当特別委員会の設置について協議

12.12 定　例　会 議員決議において議決される
　委員長：髙桑 佳子議員選出　副委員長：島 明日香議員選出

協議の内容 ～活発な意見が飛び交いました～協議の内容 ～活発な意見が飛び交いました～

選択肢
Ａ：町が設置する在り方検討委員会にのみ議員を選出
Ｂ：町が設置する在り方検討委員会にも議員を選出し、議会でも特別委員会も設置する
Ｃ：議会での特別委員会の設置のみ
D：その他

当委員会設置の提案理由
　当町の公共施設は、長寿命化の名のもと役場庁舎をはじめ小中学校など、築
後約 50年が経過し、経年劣化により施設の機能・管理等に課題が生じている。
　当議会としては、文教的見地はもとより、町公共施設の在り方を調査研究す
る必要がある。
　この特別委員会が設置されることにより、当町の将来像や課題を全議員で共
有することになり、当議会や全議員の諸活動にも処するものである。

宮下議員
「特別委員会でなくても、今後も全員協議会で協議
をしていけば良いのではないか。」
「在り方検討委員会には議員１名でなく、３名選出し
て臨めば、議会の意志として通じるのではないか。」

AA

高橋議長
「在り方検討員会の組織メンバーには “町議会議員
代表” と記載があり、これまで教育委員会との話で
は、増員については正式に聞いていない。」

高橋議長
「より広い視野で考えるべき。この際、選出
された議員だけでなく議会全体で考えてい
く必要のある課題だ。」

高橋議長
「令和10年３月末日までの設置期間とする。
考え方を共有し深堀していきましょう。そ
して皆で良い提案をしていきましょう。」

小林玲子議員
「特別委員会の設置には賛成だが、在り方検討委
員会には複数の議員を選出しても良いと思う。」

BB

中野議員・石川議員
「在り方検討委員会には１名の議員を選出
し、特別委員会の設置にも賛成である。」

BB

和田議員
「同じような委員会をつくるのは二度
手間ではないか。双方の管轄を線引
きした方が良いと考える。」

DD

北谷議員
「特別委員会設置には賛成だが、
設置期間は考えているのか。」

BB

島議員
「学校の在り方を検討していくうえ
で、他の公共施設の活用という選択
肢も出てくると思う。各議員で視野
を広げ一体的に考えるべきである。」

BB
髙桑議員

「特別委員会設置について賛成。
議員としての意見をもって在り
方検討委員会に臨む。」

BB 小林明日香議員
「議員一人ひとりの考えを表す
機会はあるべきだ。特別委員会
の設置にも賛成する。」

BB

高橋議長
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議会サロンで様々な意見を   いただきました。 令和７年12月まで

議会サロンでいただいた皆様のご意見は、担当議員が各関係担当課につないでいます。

「議会サロンで話しても、実行してもらえないと考え　  ている町民がいる」とのお声もいただきました。
議会サロンの後は、この   ような流れになっています サロンで皆様の

ご意見をお聞き
します。

 後で連絡をすると回答
した町民の方にお伝え
するケースもあります。

 担当の議員で
対応を協議し
ます。

担当が役場担当課
へ皆様のご意見を
伝えます。

海レジャーの整備・強化をし、観光
的に売り出してみてはどうか。

てまりんで買い物をする場所
がないので、町外へも出られ
るようにして欲しい。

藝大院生のスケッチ画を
常設展示できないか？

出雲崎にできる予定の
風力発電について、議
員はどう考えている？

地域での草刈・清掃
など協同作業の報償
金を増額して

制定した町民憲章
をもっと普及させ
て欲しい。勝見鉱泉を活用し

た温泉宿はできな
いか。

小学校を訪れる機会が減って寂
しい。地域で盛り上げてほしい。

手入れのされていない空き
家に対策はできないか？
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町の課題 を調査・研究中町の課題 を調査・研究中
総務文教常任委員会 視察・調査報告総務文教常任委員会 視察・調査報告第46回町村議会広報研修会報告

新潟県町村自治に関する研修会報告

議会報特別委員長　島　 明日香
　当研修会では、事例発表、講義、個人ワーク、グループワークが行われ、委員６名と事務局１名で参加し
ました。「議会広報の編集と課題について」を題材に、田上町、津南町、出雲崎町の各委員長により事例発
表を行い、議会だよりが発行されるまでの各町村の流れや特色が分かったり、様々な質問が飛び交いました。
また、課題については共通する部分が多くあり、町民の手元に届くまでのタイムラグ、町民の意見をもっと
取り入れたものにしたい、写真や余白の使い方に工夫をしたいなどが聞かれました。
　講義を聞き、グループワークで意見交換を重ねる度に、各町村の議会だよりが見やすくなっていく経過を

５年間に渡り見てきましたが、それぞれが切磋琢磨
し、より多くの町民に手に取り読んでもらうための
知恵や工夫を施している様子が印象的です。
　当町の議会だよりは、他町村からも高評価を受け
ることが多いですが、現状に満足せず、より磨きを
かけていきたいと思いました。

議員 中 野 勝 正
　当研修会には、議員９名及び執行部、管理職にて出席してきました。新
潟県町村会主催により、食料安全保障推進財団理事長 鈴

すず
木
き
宣
のぶ
弘
ひろ
氏より、食

料安全保障問題について講演いただき、安全な食料を生産、加工、流通し、
消費する人、その関連産業が支え合うことの重要性を改めて実感しました。

食料こそ国防の第一線であり、外国依存主
義は国防の基礎を危うくし、農業を国の本
とせず軽視する国は危険であると述べられ
たことについて共感し、外国依存主義にな
らないよう今後も要望していきたい。

　子どもたちは概ねトラブルなく学校生活を送って
おり、不登校傾向の児童にはスクールカウンセラー
からも対応してもらい、関係づくりを切らさないよ
う努めている。
　「自立と共生」を基軸とした教育目標達成のため、
重点目標に、自分を大切にし、他者を大切にして自
尊感情を育てるインクルーシブ教育を基盤として、
社会の多様な変化に対応し、将来生きていく力を養
うため、チームで取組み、チームで支えるとしている。
　豊かな体験の場を設定し、情報の発信を積極的に進め、開かれた学校として、地域ぐるみで子どもたちを見守っ
ていくとしている。
　教職員の働き方には個人差があるものの、校務分掌の見直し・工夫など、環境作りをして生活と仕事のバラ
ンスを保つよう配慮を行なっている。
　校内の見学では、ユニバーサルデザインを意識した学習環境が整備されており、ほとんどの教室に町加配の
教育補助員・介助員が配置されて、個に応じた支援が行なわれていた。

　学校経営方針としてふるさと出雲崎に根付く「心耕」の精神から、たくましい実践を通して豊かな心を醸成す
るとしている。特に、自ら考えて判断し行動することで身につく「自律の心」を大切にしているとの事だった。
　小学校５・６年生と一緒に縦割りグループを取り入れ、生徒会が中心となってのいじめゼロスクール集会、新
潟大学の先生や学生を招いてのブランチキャンパス、さらに出雲崎高校と合同での「思いやりライトアクション」
などの他にも、地域との交流を意識して活動の場を大きく広げた体験学習を進めている。
　学力面では国語・数学ともに県平均を上回っている。教育補助員・介助員の手厚い配置でＴ・Ｔや少人数で
の個別の支援が可能で小学校同様に町に感謝があった。
　休日の地域部活動移行は軌道に乗ってきたが、平日の部活動については担当教員に時間的な負担がかかって
いることや生徒の帰宅時間が遅くなり、危険でもあるため、来年度は時間を見直す方向で検討している。

　定例の現地視察で小学校・中学校ともに、町の支援に感謝し、子どもたちのために頑張りたいと
の思いを感じ取ることができた。今後も出雲崎の子どもたちの教育環境の整備・改善に努めていき
たい。

　総務文教常任委員会
では、出雲崎小学校と
出雲崎中学校を訪問し
現地視察を行ないまし
た。

副議長　石　川　　豊
　新潟県自治会館において、「新潟県町村議会議長会」主催による県内町村議会議員を対象に後期研修会が開
催された。
　最初に登壇された、文藝春秋取締役／文藝春秋総局長　
新
しん

谷
たに

 学
まなぶ

氏が「スクープに見る企業の危機管理」と題して、
出版社メディアの眼から見た各業界の危機管理のあり方
について講演が行われた。
　次に前逗子市長／合資会社まちづくりコーディネート
センター代表　平

ひら

井
い

竜
りゅう

一
いち

氏による「市長経験者が明か
す 行政を動かす一般質問の極意」と題して講演が行われ、
多々得るところがあった。

新潟県町村議会議員研修会報告〈後期〉

10月
29日

11月
17日

11月
26日

10月
30日

出雲崎小学校

出雲崎中学校

総務文教常任委員長
 髙桑佳子
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　町議会では、町民の皆さまのご意見・ご要望等をお聞きする『議会サロン』を開催します。
担当議員２名が皆さまをお待ちしています。ぜひ、お越しください。

議会サロンを開催します

議会のこと、町への要望など
ぜひ、この機会にお聞かせください。
顔を見に来ていただけるだけでも嬉しいです。

出雲崎町議会
ホームページ

出雲崎町議会
YouTube

出雲崎町
公式LINE

議会だより

たくさんのご応募ありがとうございました

題字デザイン募集題字デザイン募集

審査結果は
　次号お知らせ

　　いたします！

町は長岡市医師会長、長岡市薬剤師会長からも参加いただき、出雲崎町医療体制検
討会を立ち上げた。フェニックスネットの加入、オンライン診療の実現に向けて検
討を始めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全員協議会P16で詳しく！！）

サマーイズモザキで賑わった駅前地区

追跡追跡町主導でオンライン診療の普及促進を
R５年３月 髙桑 佳子 議員

地域医療の確保について
R６年６月 高橋 速円 議員

令和７年６月に駅前で美食街めぐりサマー
イズモザキを開催。大勢の人で賑わった。

駅前商店街の活性化について
R６年６月 小林 玲子 議員

町は令和７年12月に「小中学校の在り方検討委員会」を設置。また、議会は12月定
例会において「公共施設将来構想特別委員会」を設置し、調査検討を進める。

（議会最前線 P17に詳しく！！）

公共施設の長寿命化、どう順序立てるか
R７年３月 高橋 速円 議員

あの一般質問はどんげ〜なった？

～一般質問追跡～
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11
月
～
令
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８
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１
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開催日 時間 場　　所 担当議員

２月21日（土） 午前10時～12時 妻入り会館 石 川　 豊 島　明日香

４月25日（土） 午前10時～12時 ホッと情報館 陽だまり 髙 桑 佳 子 小林明日香

５月23日（土） 午前10時～12時 妻入り会館 宮 下 孝 幸 小 林 玲 子
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んみ な の 声

表
紙
小
話

の

編

集

後

記

　
年
が
変
わ
っ
た
最
初
の
議
会
だ

よ
り
で
す
が
、
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　
例
年
通
り
で
あ
れ
ば
、
議
長
に
よ

る
「
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
」
を
掲
載

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
広
報
い
ず
も

ざ
き
１
月
号
に
同
様
の
ご
挨
拶
部

分
が
あ
り
、
当
議
会
だ
よ
り
が
皆
様

の
お
手
元
に
届
く
時
期
が
２
月
頃

と
い
う
理
由
か
ら
、
掲
載
を
し
な
い

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
特
集
ペ
ー
ジ
を
増

や
し
た
り
、
写
真
を
増
や
し
文
字
量

を
減
ら
し
た
り
と
様
々
な
工
夫
を

試
み
て
お
り
ま
す
。多
く
の
皆
様

が
、
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
引

き
続
き
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
と
い
う
こ
と
で
、
情

熱
に
溢
れ
、
積
極
的
な
行
動
が
良
し

と
さ
れ
る
そ
う
で
す
。皆
様
の
新
た

な
挑
戦
が
実
を
結
び
、
輝
か
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

（
北
谷 

三
樹
）

田 中  美 羽 さん  
た   なか     み    う

堀 井  桃 花 さん  
ほり   い    もも   か

委
員
長
　島
　明
日
香

副
委
員
長
　小
林
　玲
子

委
　
　員
　髙
桑
　佳
子

　
　
　
　
　小
林
明
日
香

　
　
　
　
　和
田
　一
幸

　
　
　
　
　北
谷
　三
樹

議
会
報
特
別
委
員
会

出雲崎高校生に
　インタビューしました！

町の議員と話してみての印象はいかがですか

　　　　　　 田中さ
　　　　　　　一生懸命な印象。
　　　　　　　色々なことを提案してくれていると思いました。

　　　　　　 堀井さ
　　　　　　　思ったより楽しい雰囲気だった。私たちのために
　　　　　　　一生懸命考えてくれているんだと思いました。　

いずもざき議会だよりを読んだ感想を教えてください
　堀井さ
今まで、自分に関係するページには目を通していましたが、難し
い文章が多いかな。一般質問のページの議員さんの顔写真が最近
横向きだけど、前を向いていた方がいいと思います！
　田中さ
文字が多くて、少し見にくい印象です。絵やイラストが入っても
良いと思います。知り合いが写っていると見たくなりますね。

日本初の女性総理が誕生しました どう思いますか
　田中さ　・堀井さ　
すごく自然なことだと思います。女性の目線で物事を見れること
は大事なことだと思います。日本が良い方向に向かってほしいし、
楽しみですね。

町に望むことを教えてください
　田中さ　・堀井さ　
やっぱりコンビニやお店がほしいです。そして集まれる場所がほ
しいですね。公共の場だと、注意されるんじゃないかと思うと窮
屈でなかなか行けないです。

出雲崎町
　在住の田中さん

堀井さん

田中さん

田中さん

堀井さん

堀井さん

田中さん 堀井さん

み
ん
な
の
願
い
が
叶
う
町

出
雲
崎

　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
口
を
揃
え

て
コ
ン
ビ
ニ
誘
致
の
要
望
、
高
校
生

か
ら
も
同
様
の
意
見
。

　
私
は
出
雲
崎
町
の
は
ず
れ
か
ら
２

キ
ロ
先
の
和
島
、
６
キ
ロ
先
の
西
山

に
も
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
の
で
町
の
サ

イ
ズ
が
若
干
広
が
っ
た
と
思
え
ば
良

い
と
感
じ
ま
す
。

　
君
は
コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ

て
将
来
働
く
気
は
あ
る
の
？
と
聞
く

と
、「
い
い
え
、
な
い
で
す
」
と
。

　
大
人
も
議
員
も
一
緒
。
言
う
だ
け

で
お
し
ま
い
で
は
な
く
、
そ
の
先
の

具
体
的
な
行
動
が
欲
し
い
。

　
本
当
に
欲
し
い
な
ら
あ
な
た
な
ら

何
を
し
ま
す
か
？

　
も
う
す
で
に
コ
ン
ビ
ニ
を
経
営
し

て
い
る
知
人
に
出
雲
崎
に
新
た
に
出

し
て
も
ら
え
な
い
か
頼
む
。

　
自
分
の
好
き
な
コ
ン
ビ
ニ
を
始
め

る
資
本
金
や
要
件
な
ど
調
べ
て
比
較

し
て
み
る
。（
自
由
研
究
で
是
非
）
町

の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
未
来
は
町

民
一
人
ひ
と
り
の
夢
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　
先
ず
は
声
を
あ
げ
人
に
伝
え
行
動

し
て
み
る
。案
外
ス
ル
ッ
と
叶
う
か
も
。

文
責
（
小
林
明
日
香
）

議会報特別委員によるインタビューの様子

議会報特別委員と高校生の記念撮影


